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学　長 理　事 監　事 合　計
1 6（3） 2（1） 9（4）
●役員数
区　分 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手 教　諭 事務等職員 合　計
事務局 272 272
教育地域科学部 59 32 8 3 74 1 177
医学部 47 38 42 129 3 595 854
工学部 77 61 14 15 22 189
各センター 11 14 2 1 2 30
合　計 194 145 66 145 8 74 890 1,522
●職員数
（ ）は非常勤で内数
区　分 1年次 2年次 3年次 4年次 5年次 6年次 合　計
教育地域科学部 173（1） 170（1） 175（3） 189 707（5）
医学部 168 163 167 171 98 108 875
工学部 570（14） 580（12） 601（20） 814（29） 2,565（75）





研究科 区　分 1年次 2年次 3年次 4年次 合　計
教育学研究科
修士課程 41（7） 41（6） 82（13）
教職大学院課程 35 15 50
医学系研究科
修士課程 8 9 17
博士課程 20（1） 14（1） 11（3） 49（3） 94（8）
工学研究科
博士前期課程 241（21） 264（23） 505（44）
博士後期課程 26（11） 24（15） 62（20） 112（46）
合　　　　計 371（40） 367（45） 73（23） 49（3） 860（111）
●大学院学生数
●児童・生徒・園児
校　名 1年（低） 2年（中） 3年（高） 合　計
小学部 6 6 6 18
教育地域科学部附属
中学部 6 6 5 17特別支援学校
高等部 7 7 7 21
合　　　　計 19 19 18 56
（ ）は外国人留学生で内数
区　分 教育地域科学部 医学部 工学部 教育学研究科 医学系研究科 工学研究科 合　計
研究生 2（1） 18（1） 6（6） 2（2） 28（10）
科目等履修生 7（1） 5 12（1）
特別研究学生 1 2（2） 3（2）
特別聴講学生 13（13） 17（17） 1（1） 31（31）




校　名 1年（三歳児）2年（四歳児）3年（五歳児） 4 年 5 年 6 年 合　計
教育地域科学部附属小学校 79 76 75 72 68 77 447
教育地域科学部附属中学校 118 120 117 355








































































































































































































































2007年 1月 I SO14001に関するトップセミナ （ー福井事業所の環境貢献活動）開催






































































































































































































































































































































































































































































































目　　的 目　　標 実施計画 自己評価環境方針
● 平成20年度 文京キャンパス環境保全活動の評価（自己評価）
CO2の総排出量の削減 1-1.前年比1％の削減＊1 CO2排出節減の呼びかけ △＊4
重油暖房から電力暖房へ
エネルギー使用量の 1-2.前年比1％の削減＊3 自動消灯装置の追加設置 ○
削減＊2
学内広報による節電要請
紙使用量の削減 1-3.前年比1％の削減 用紙の両面利用（コピー、プリント）の呼びかけ △
資源ゴミを除く廃棄物 1-4.一般廃棄物量（資源ゴミを
















生協との相互支援 4-1.生協職員のISO関係委員会への参加 委員会への参加 ○
学内環境美化 4-2.学内一斉清掃の実施 一斉清掃を行う ○
環境活動に対する全員参加 4-3.環境保全活動の呼びかけ タバコのポイ捨て禁止のキャンペーン ○
学生活動への支援 4-4.学生ボランティアの組織化 学生ボランティア活動への支援 △
紙、水の使用量削減 5-1.紙、水の使用量削減 委員会との連携の密接化 ○
ゴミ分別の促進 5-2.分別排出の実現 大学のルールの準用 ○
環境教育 5-3.学校教育の中での環境教育の充実 環境問題をテーマとした教育の促進 ○
PTAとの協力 5-4.地域での環境保全活動 PTAへの環境保全活動の呼びかけ ○
実験薬品の安全管理 5-5.実験薬品の安全管理 保管庫での保管 ○
排水・廃棄物の適正処理 厨房管理と委員会との連携の密接化 ○
食品包装（弁当箱）の回収 6-2.回収可能弁当箱の促進 弁当容器販売数の60％を回収 ○
エコ商品の販売 6-3.エコ商品販売率の向上 エコマーク商品の優先店頭配備 ○
環境負荷の総合的低減 － ○












































































































































































































































































































Ａ重油 11,700ｔ 7,974ｔ ▲3,726ｔ ▲31.8％
電気 11,936ｔ 12,869ｔ 933ｔ 7.8％
灯油 112ｔ 90ｔ ▲22ｔ ▲19.6％
石油・ガス 123ｔ 30ｔ ▲93ｔ ▲75.6％
都市ガス 93ｔ 74ｔ ▲19ｔ ▲20.4％
非エネルギー起源二酸化炭素 419ｔ ― ― ―































































































































































































































































































文 京 地 区 前年度比 約2.0%（2,100GJ） 削減
附属学校園 前年度比 約4.2%（300GJ） 削減
松 岡 地 区 前年度比 約4.5%（14,700GJ） 削減
















































































































文 京 地 区 前年度比 約13.3%（22千トン） 減少
附属学校園 前年度比 約12.5%（2千トン） 減少
松 岡 地 区 前年度比 約11.3%（35千トン） 減少

































































文 京 地 区 前年度比 約8.8%（450t-CO2） 減少
附属学校園 前年度比 約7.8%（30t-CO2） 減少
松 岡 地 区 前年度比 約10.1%（1,810t-CO2） 減少
全キャンパス 前年度比 約9.8%（2,290t-CO2） 減少
（t-CO2）

































文 京 地 区 前年度比 約58.9%（2.1t） 削減
附属学校園 前年度比 約46.9%（0.3t） 削減
松 岡 地 区 前年度比 約93.6%（35.8t） 削減































































 単位 03年度 04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 基準値
排ガス ng-TEQ/m3N 0.0054 0.26 0.038 0.039 0.04 0.19 10.0 
ばいじん ng-TEQ/g 0.14 0.64 0.021 0.32 0.35 0.24 3.0
















 キャンパス 05年度 06年度 07年度 08年度
 松岡 2.8 3.4 2.7 4.6
 文京 5.5 6.5 7.8 11.8













































文 京 地 区 前年度比 約6.8%（0.04t） 増加
附属学校園 前年度比 約57.1%（0.04t） 増加
松 岡 地 区 前年度比 約8.0%（0.49t） 削減




































































































 キャンパス 05年度 06年度 07年度 08年度
 松岡 3.0 2.1 2.7 1.8
 文京 7.0 5.3 6.6 4.6



















03年度 06年度05年度04年度 07年度 08年度
354.6










文京地区 前年度比 約42.1%（ 45.0t）増加





































































23.7 24.6 25.5 24.3 24.6 22.2




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































［1］“Recent Progress on Clinical and Basic Research of ALA”Eds. by Norio Miyoshi and










［5］Photodynamic therapy based on combined use of 5-aminolevulinic acid with a
pheophorbide-a derivative for murine tumors. Zhao-hui, Jin, Norio Miyoshi, Kazumori
Ishiguro, Keigo Takaoka, Takeshi Udagawa, Hisao Tajiri, Keiichi, Ueda, Masaru Fukuda,
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教授 倉阪 秀史 氏
閉会の挨拶


















































































Environmental Management Report, University of Fukui42
学生の環境活動21
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環境省ガイドライン対照表24
求められる項目の記載状況（自己判断）




BⅠ-2-1   報告の対象組織・期間・分野
BⅠ-2-2   報告対象組織の範囲と環境負荷の捕捉状況
BⅠ-3 事業の概要
BⅠ-4 環境報告の概要
BⅠ-4-1   主要な指標等の一覧




MP-1-1   事業活動における環境配慮の方針




















































































































































































対 象 期 間 2008年4月～2009年3月
（この範囲外の部分は当該箇所に明記）






教育地域科学部 芸術・保健体育教育講座 准教授 湊 七雄
今年4月に開所した保育園で遊ぶ子供達
いつまでも青い空、緑の木々のなかで遊べることを願ってデザインしています。

